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研究成果の概要： 
 複数の種類の授業支援システム（LMS）に蓄積されている学生の学習履歴を解析し，その学

習プロセスを可視化するツール（VisP）を作成し，授業可視化の方法論を提案した．これらの

成果を国内外の学会・研究会で発表し，さらに，「可視化シンポジウム」を開催することを通し

て，LMS に蓄積されている学習履歴を使った「授業の可視化」の意義を国内外の学会に浸透さ

せた．その結果，2008 年に Educational Data Mining (教育分野におけるデータマイニング)
の国際学会が発足し，毎年，授業の可視化に関連する国際会議が開催されるようになった． 
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１．研究開始当初の背景 
 デジタル教材の配信や，オンラインテスト，
電子掲示板機能などを統合した学習管理シ
ステム（LMS）を利用して e ラーニングを実
施した場合，ＬＭＳ上に記録される学習履歴
情報を解析することにより，いままで分から
なかった，授業に関わる学生の学習行動を把
握すること（授業の可視化）ができ，授業改
善を飛躍的に進められる可能性がある．しか
し，研究開始当初、LMS 等を利用して得ら

れる学習履歴情報は，ほとんど利用されてい
ないのが実情であった． 
 医学の世界では，根拠に基づいた医療
（EBM : Evidence-Based Medicine）という
ことが早くから言われている．これは，医師
や医療従事者の勘や経験に委ねられてきた
要素の大きい医学の世界を，科学的，客観的
基盤に根ざしたものにしていこうという考
え方を示している．教育においても同じよう
な考え方が重要となる．すなわち，教育を教
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員の勘や経験だけに任せるのではなく，でき
るだけ客観的な事実を収集し，また，必要な
らば，関連の論文を参照することにより，よ
り科学的に授業を運営する，ということであ
る．研究代表者らは，この教育の考え方を EBM
に習って，EBE（Evidence-Based Education）
と名づけた．EBE を進めるにあたり，客観的
事実としての学習履歴情報，およびそれを解
析した結果の，授業の可視化情報は，非常に
重要である．この意味で，日常的な LMS 利用
で蓄積される学習履歴データから，学生の学
習パターンを手軽に可視化できるツールが
提供されることは重要な課題であった．ただ
し，可視化ツールだけが提供されても実際に
利用されるとは限らないことは歴史をみる
と明らかである．同時に可視化ツールを利用
するコミュニティを形成し，その中での，可
視化方法論を開拓するということがセット
でないと機能しないと考えられる． 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，e ラーニングを高等教育
における授業可視化ツールとして定着させ
るために，(1) 高等教育における授業可視化
の方法論を考え，(2) そのために共通して使
えるプラットフォーム環境を構築し，(3) 授
業可視化のコミュニティを形成することで
ある． 
 
３．研究の方法 
 可視化方法論の抽出では，LMS を利用し
て授業を行い，そこに蓄積された学習履歴を
様々な手法で分析することにより，一般的方
法論と個別の方法論の 2種類の抽出を試みた．
このとき，実際の授業運営に活かせるかどう
かという視点から研究を行った． 
 可視化プラットフォームの構築は，スクラ
ッチから全てをつくるという方針はとらず
に，既存のオープンソースをベースに，カス
タマイズを加えるという形で実現した．この
ことは，ユーザ管理やデータベース管理に既
存のシステムの機能が使えるので，必要な機
能を整えることに力が注げる．まず，プラッ
トフォームに必要な機能を考え，それをイン
プリメントするという手順で構築を行った． 
 授業可視化コミュニティの形成は，国内外
の学会や研究会で，これらの成果を発表する
ことにより実施した． 
 
４．研究成果 
 本研究の成果を目標に掲げた「授業可視化
の方法論の構築」，「共通の可視化プラットフ
ォームの作成」，「授業可視化のコミュニティ
の形成」の３つの視点からまとめる． 
 
(1) 授業可視化方法論の構築 
 授業可視化の一般的な指針を提案した．通

常，LMS 等に蓄積された学習履歴を分析し，
授業の可視化を行おうとすると，自動化を目
指し統計的指標を計算したりすることが多
い．こういった指標の計算も，研究としては
必要な場合もあるが，教育実践の場で提示さ
れてもすぐに使えない場合も多い．そのため，
本研究が目指している実践的可視化のため
には，全てを自動化するのではなく，学習プ
ロセスの概要を教員に示すことにより，教員
が自主的に軌道修正できるようなものを目
指す．そういった観点から提案されたのが，
授業可視化の指針（図１）である． 
 

 
図１ 授業可視化の指針 

 
ここでは，2つ目の層別（グループ別）の把
握が大変重要であることを指摘し，成績等で
トップダウンに層に分ける場合と，学習履歴
よりボトムアップに層にわける場合の実例
を示した． 
 また，個別の方法論に関しては，授業に関
連した LMSの掲示板分析に関してひとつの切
り口を示すことができた．掲示板上のコミュ
ニケーションは，人と人のネットワークとし
て再構成することもできるが，これだけでは，
その後の分析につなげることが難しい．そこ
で，我々は，掲示板データから，人のネット
ワークだけでなく，そこで交わされたことば
のネットワークを，形態素解析とそれに続く
共起性を調べることにより再構成した．こう
して再構成された人とことばのネットワー
クに対して複雑ネットワーク分析を実施す
ることにより，対象授業における協調学習の
特徴について考えることができることを示
した． 
 
(2) 共通の可視化プラットフォームの作成 
 EBE を実現するために必要な日常的な授業
の可視化が行われるためには，複数ある LMS
で共通して使うことができる「可視化プラッ
トフォーム」が必要だと考えている．そのた
め，まず，以下のような可視化プラットフォ
ームのデザインコンプトを提案した． 
① 簡単に使える(容易性) 
② 柔軟にカスタマイズできる(柔軟性) 

全体の把握 学習の流れを把握

層別の把握 学習モデルの構築

個別の把握

学生の適切なサポート

数値化による把握

複数の試行の比較検討



 

 

③ 特定の LMS を対象にしない(独立性) 
④ 教育の必要性を優先する(必要性) 
⑤ 知識を共有するためのプラットフォーム

となり得る(共有性) 
このプラットフォームは研究に使うための
ものではなく，日常的な教育実践のために使
うものである，そのため，Web インターフェ
ースから容易に使える必要がある（容易性）．
最初は最低限の機能を準備し，必要に応じて
カスタマイズしていくオープンソースの手
法を採用するので，柔軟にカスタマイズがで
きなければいけない（柔軟性）．複数の種類
の LMS で利用することを想定しているので，
当然特定の LMSだけで利用できるのではなく，
LMS からの独立性を確保する必要がある（独
立性）．また，カスタマイズの際には，教育
現場の必要性を最重要視し，そのノウハウを
システムにいれていくことが重要となる（必
要性）．最後に，授業をどのように可視化す
ると授業改善が進むかということを考え，こ
のプラットフォーム上に実装することを通
して，教育実践のノウハウを共有するための
プラットフォームとして機能させることが
最終的な目標である（共有性）． 
 上記のコンセプトの可視化プラットフォ
ーム（VisP：Visualization Platform）を，
図２のような構造で実現した．VisP の基本構
造は，オープンソース LMS である Moodle 上
で実現した．これは以下の理由による． 
①徹底したモジュール指向で構築されてお

り, 機能の追加が容易である． 
②PHP で記述されており, 手軽にコードの改

変を試せる．プロトタイプ的システムの構
築に向いている． 

 
図 2 可視化プラットフォーム（VisP）の構造 
 
③誰でも無料で利用でき, 構築したシステ

ムをより多くの人に利用してもらえる． 
④Moodle 自体も LMS であり, 実際の LMS 機

能と VisP の機能を共存させることが可能
である． 

次に図３に VisPのデータの流れを示す．様々
な LMS（ここでは CMS と表記）に蓄積された
学習履歴（Tracking Data）は，変換モジュ
ールにより，VisP の DB に変換される．通常
の利用者は，Moodle 上に構築した可視化モジ
ュールを使って，Web ベースで可視化を実行
できる．まだ可視化モジュールが整備されて
いない新しい可視化を行う場合は，VisP DB
から SQL コマンドを使ったり，CSV ファイル
により学習履歴データを入手し，各種ツール
を使い，手作業で可視化を行うことも可能で
ある． 

図３ 可視化プラットフォーム（VisP）のデータの流れ 



 

 

(3) 授業可視化コミュニティの形成 
 現在，VisP の構築を終えたところで，まだ
国内外における VisP を基礎にすえた可視化
コミュニティの形成はこれからの課題であ
る．しかし，国際的に教育用の ICT システム
が蓄積する学習履歴を利用して，学習者の学
習プロセスの可視化を行う国際会議が 2008
年から発足した．この研究が始まった 2006
年当時では，国際会議で授業の可視化関連の
発表は，我々も含めて 2～３件程度だったこ
とを考えると，教育のためのデータマイニン
グへの興味が急速に高まってきたことは，
我々の研究活動の成果ではないかと考えて
いる． 
 また，Moodle を基礎に VisP を作成したこ
とも可視化コミュニティの形成を容易にす
ると考えている．Moodle は国内外に強固な
コミュニティがすでに存在しており，Moodle
のモジュールという形式で VisP を作成する
ことにより，Moodle コミュニティ内で VisP
を利用できる機会が増えることが想像でき
る． 
 今後，教育において学生の学習プロセスを
実証的に検証しながら授業改善を行ってい
くことが必須となることが予想される，この
状況を踏まえると，日常的な授業の可視化を
容易にして，学生の学習プロセスを把握する
ことができるようになる VisP の果たす役割
は大きいと考えられる．最近は，インフォー
マルラーニングをサポートするために，SNS
を導入する大学が増えてきているが，VisP は
小規模の改造で，SNS のアクセス情報の可視
化も可能になる．VisP を使って SNS の可視
化を実施するための研究は，2009 年度の科
研費（基盤（Ｃ））として採択されているの
で，今後，VisP は，LMS だけでなく，SNS
も含めた教育・学習支援ツールの可視化プラ
ットフォームとして進化を続けていく予定
である． 
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